


第 1章　計画の背景と概要
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1 計画策定の趣旨

2 計画の位置づけ

3 計画の概要
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第五次総合計画（基本構想・基本計画）
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総合計画策定
委員会

総合計画審議会

町議会

アンケート

ワークショップ

パブリックコメント

町職員

学識経験者、
関係団体、公募住民

町議会議員

１６歳以上の住民
3,000 人

町立中学校の２年生

関係団体、公募住民

住民

住民・中学生を対象にアンケート調査
を行い、まちの魅力や課題、定住意向、
施策ニーズなどの把握に努めました。

庁内で、計画策定に関する調査研究、
素案の検討、調整などを行いました。

町長の諮問により、計画案の審議・
答申を行いました。

基本構想の審議及び議決を行いました。

まちの魅力や課題、将来の姿などに
ついて意見交換を行いました。

計画案を公表し、住民意見を募集し
ました。



第 2章　まちの現況と特性
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1 位置・立地 2 島本町のあゆみ

3 自然的条件
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4 社会的条件
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5 住民の意向

本町在住の 16歳以上の男女 3,000 人

平成 30年 8月10日～ 8月31日

1,615 人

53.8％

町立中学校の 2年生 258人

平成 30年 8月27日～ 8月31日

254人

98.4％

愛着を感じている
67.8%

愛着を感じていない
4.8%

以前は愛着があったが、
最近薄れてきた

7.6%

以前は愛着がなかったが、
最近愛着がわいてきた

8.4%

不明・無回答
3.7%

わからない
7.6%

好き
40.9%

不明・無回答
5.1%

わからない
9.8%

好きではない
2.0%

あまり好きではない
5.1%

まあまあ好き
37.0%

不明・無回答
3.7%

町内の別の場所に移りたい
5.9%

わからない
15.2%

町外に転出したい
4.5%

いったん町外に転出するかもしれないが、
また島本町に戻ってきたい

3.7%
今の場所に住み続けたい
66.9%

不明・無回答
3.5% 島本町に住み続けたい

18.5%

町外に住みたい
22.8%

わからない
31.9%

一時的に町外に住むかもしれないが、
また島本町に戻ってきたい
23.2%

現状程度の人口を維持すべき
49.0%

現状より増加させるよう努力すべき
11.0%

減少幅が小さくなるよう努力すべき
17.1%

減少は望ましくないが、やむをえない
13.6%

減少が望ましい
1.2%

不明・無回答
8.0%



第 2章　まちの現況と特性
序論

※上位 10項目のみ抜粋して掲載
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にぎわいや活気のあるまち

交通利便性が高く
移動しやすいまち

健康づくりや医療の
充実したまち

子育てしやすいまち

高齢者や障害者が
暮らしやすい福祉のまち

景観や街並みが美しいまち

犯罪や交通事故の少ない
安全なまち

災害に強いまち

買い物など日常生活に
便利なまち

水や緑が豊かなまち

買い物など日常生活に
便利なまち

道路や公園などが
整備されたまち

交通利便性が高く
移動しやすいまち

スポーツがさかんなまち

環境にやさしいまち

街並みや景色が美しいまち

犯罪や交通事故の少ない
安全なまち

災害に強いまち

差別のない、人権が
尊重されるまち

水や緑が豊かなまち
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道路・公園・上下水道の整備

中心市街地の整備
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※上位 10項目のみ抜粋して掲載

・町内の関係団体から推薦を受けた方…10名
・公募による住民の方…6名

第 1回：平成 30年 11月 11日
第 2回：平成 30年 11月 17日

●豊かな自然（水と緑など）
●田畑がある
●人が優しい
●人とのつながり（コミュニケーション）
●地域活動やボランティア活動がさかん
●個性的なお店がある
●交通の便がよい
●治安がよい

●自然が開発により失われていく懸念がある
●子育て環境（遊び場・施設など）
●空き家・空き店舗対策
●住民間の交流
●まちの魅力・資源を生かしきれていない
●道路・交通環境、町内の移動手段
●人口増への対応、マンションが増えている
●高齢化への対応

●自然環境の保全、今あるものを残していく
●自然を残すだけでなく、積極的に活用
●田畑の緑がひろがるまち
●都市農業ができるまち、地産地消の推進
●自然環境を生かした景観づくり
●自然と人が共存して生活する

●防災についてしっかり考えられたまち
●災害時に助け合えるまち
●治安がよいまち
●子ども・高齢者・障害者など、みんなが安心
して暮らせるまち

●子育て世代にやさしいまち
●のびのびと子育てができる環境・施設がある
●子どもたちが元気に遊び、学べるまち

●にぎわいと活気のあるまち
（商店街、観光など）（若い人達の積極的な参加が重要）

●住民同士のつながりがあり、助け合えるまち
●子育て世代も高齢者も住みやすいまち

●住民の思いを行政が実現していく
●住民意見が反映される風通しのよいまち
●住民の意見を言える場・仕組みがあること
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1 人口減少社会への対応と地方創生 2 子どもの育ちと学びへの支援

3 安全・安心への意識の高まり
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4 環境の保全、自然との調和

6 高度情報化の進展

5 人権と多様性を尊重し、共生・協働する社会



7 持続可能な行財政運営

第 3章　社会的潮流とまちづくりの課題
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